


























































































































200 年 2 月  日、赤穂浪士討ち入りの日、
人の原告が国を相手に、宇都宮地裁に「訴状」を
提出した。あれから４年、こだわりの栃木訴訟は、
200 年 2 月  日をもって幕を閉じた。栃木訴訟
の会代表としての私の役目も終った。
振り返れば、このイラク訴訟の会の始まりは、













































































































































































Ⅴ　８月 10 日宇都宮地裁判決と７月 13 日宇都宮
大学学生判決の相違点






























































































































































































対しても平成  年（200 年）2 月 0 日，「基本計
画」が憲法９条違反であるとしてその撤回を求める










































































































































































































2。原告数は全国で約 ,00 名、弁護団は 800 名を
超えている。
●北海道
提訴日：　200 年  月 28 日～
原告数：　 名（第一次～第二次原告合計）
備　考：　元郵政大臣・防衛政務次官の箕輪登さん
が全国に先駆けて提訴。200 年  月に 2





提訴日：　200 年 2 月 8 日
原告数：　 名






提訴日：　200 年 2 月  日
原告数：　 名
備　考：　2006 年 8 月敗訴判決（派兵差止・違憲
確認は却下、損害賠償請求は棄却）。控訴




提訴日：　200 年  月～  月









提訴日：　200 年 8 月 6 日
原告数：　26 名





提訴日：　200 年  月 26 日～
原告数：　2 名（第一次～第二次原告合計）





提訴日：　200 年 2 月 2 日～
原告数：　,268 名（第一次～第七次原告合計）
備　考：　2006 年  月敗訴判決（派兵差止・違憲
確認は却下、損害賠償請求は棄却）。現在
控訴審（控訴人計１,2 名）で係争中。全




提訴日：　200 年  月 22 日～
原告数：　62 名（第一次～第三次原告合計）
備　考：　2006 年  月の第  回口頭弁論で結審。
200 年  月敗訴判決（派兵差止・違憲確
認は却下、損害賠償請求は棄却）。
●大阪（）
提訴日：　200 年  月 0 日～
原告数：　,0 名（第一次～第四次原告合計）






提訴日：　200 年  月 28 日
原告数：　6 名（本人訴訟）
備　考：　200 年  月敗訴判決（国費支出差止請
求は却下、損害賠償請求は棄却）。控訴審（控
訴人  名）も 2006 年 6 月敗訴判決となる。
●岡山



























































































200 年 0 月 2 日に海上自衛隊横須賀基地の自






















































































































































































































































































































































②　平成  年３月  日の参議院予算委員会におけ
る大野防衛庁長官の答弁および平成 8 年８月 
日衆議院特別委員会における山崎政府参考人の答
弁
■ C-0H 輸送機は、平成 6 年３月２日から、週に４
回前後、物資および多国籍軍の人員の輸送を行ってい
る。






③　平成  年４月 2 日の衆議院本会議における安
倍首相の答弁
■平成 8 年７月  日から C-0H 輸送機は、クエート
からバクダッドへの輸送を開始。おおむね、週４～５
回程度行っている。
■平成 8 年７月から平成  年３月までの輸送回数は




























































































2 ６月日 PKO 法成立










月 国連決議  によりイラクに査察団
200
（平成  年）


















１月6日 陸自先遣隊 0 人、イラク・サマワへ出発
１月22日 第１期派遣部隊 0 人、クエートへ出発
１月2日 デビッド・ケイ米調査団長を辞任
１月28日 デビッド・ケイ米調査団長、公聴会で証言 １月28日 北海道訴訟１（箕輪登）・原告１人
２月 ニカラグア撤退（１）
２月３日 陸自本隊 0 人、イラクへ出発 ２月2日 名古屋訴訟原告 268 人（全国で最多）
開戦一年目 NGO「イラク・ボディ・カウント ] の発表では、200 年３
月～ 200 年２月のイラク人民間人死者数　,00 人（8
人／日）
３月8日 ポーランド大統領、「だまされていた」と発言 ３月～７月 東京訴訟・原告 00 人の本人訴訟
４月 ドミニカ共和国撤退（２）
４月８日 イラクで日本人３人が人質 ４月0日 大阪１訴訟・原告 0 人
４月日 ファルージャの大規模空爆
５月 スペイン撤退（３）　　ホンジュラス撤退（４） ５月26日 静岡訴訟・原告 2 人
６月１日 イラク暫定政権発足







７月９日 米上院情報特別委員会報告書公表 ７月28日 大阪２訴訟・原告 6 人の本人訴訟（ゼニカネ訴訟）
７月日 英独立調査委員会報告書公表 ８月６日 山梨訴訟・原告 26 人
９月 ニュージーランド撤退（６）　　タイ撤退（７）
0月６日 イラクの大量破壊兵器に関する調査団最終報告 0月９日 栃木イラク派兵違憲訴訟の会・発足
0月26日 イラクで日本人１人が人質










１月30日 イラク暫定国民議会選挙実施 １月26日 岡山訴訟・原告 26 人
２月 ポルトガル撤退（0）
開戦二年目 NGO「イラク・ボディ・カウント ] の発表では、200 年３













５月29日 バクダッドで大規模掃討作戦展開 ５月2日 栃木訴訟・第２回公（宇都宮地裁）
８月28日 イラク国民議会、イラク新憲法草案採択

９月10日 タルアファル攻撃に 800 人投入
９月 ノルウエー撤退（2） ９月１日 栃木訴訟・第３回公（宇都宮地裁）
10月15日 憲法草案の国民投票実施
10月16日 ラマディ空爆により住民  人死亡






開戦三年目 NGO「イラク・ボディ・カウント ] の発表では、200 年 



























11月 シーア派とスンニ派、共に応戦。迫撃砲 00 発が飛び交う
月９日 イラク戦争開始以来、イラク人の死者は WHO の発表では、
 万１千人、最大で 22 万  千人。
イラク保健省の発表では、0 ～  万人。
2月 イタリア撤退（）






１月22日 過去  日間の掃討作戦の結果を発表






開戦四年目 NGO「イラク・ボディ・カウント ] の発表では、2006 年 
月～ 200 年 2 月のイラク人民間人死者数は、26,0 人（
人／日）。　イラク政府発表でも、6 月 2 人、 月 62 人、
8 月  人、 ヶ月間の合計 66 人に上る。
３月日 米下院歳出委員会、米軍撤退期限を 08 年  月  日とする法
案可決
３月６日 東京高裁第 8 民事部から上告提起通知書、届く。
３月6日 日本政府、イラク特措法 2 年延長を表明 ５月３日 「平和ネットとちぎ」　憲法集会（矢板公民館）
６月20日 改正イラク特措法成立、イラク派遣 2 年延長 ６月2日 栃木訴訟・最高裁第三小判決（上告棄却）
８月８日 アメリカ軍のバクダッド攻撃により、住民  人死亡（イラ
ク警察発表）
８月26日 自衛隊イラク派兵差止訴訟「８・26 全国交流会」
９月６日 バクダッド攻撃により、住民  人死亡
10月21日 サドル・シティ攻撃により、住民  人死亡
200 年中のイラクの空爆は  回
（2006 年の 6 倍の回数にのぼる）
11月 米国防省発表では、200 年に死亡した米兵死者数は 82 人
で過去最高。（2006 年は、8 人）
開戦から現在までの米兵死者数は、約 000 人、









To the people it may well seem that this title “Chi-san, Chi-sho” of this paper is 
excessively erratic in places. But in this paper I have really attempted to deal with a 
notable new decision of Nagaya-High-Court(17.April 2008) witch bear on the main 
theme of this paper; Constitutional problems on Article 9. and participate of the Self-
defence-force in the Iraq war.
My own belief is that the main framework of the decision of the High-Court has more 
logical, historical and constitutional validity than is sometimes supposed. In the decision 
the court have clarified and strengthend the Right of Peace  significantly and opend the 
way to an appanently ceaseless stream of “World-Peace without force”.
And the decision makes the citizens more actively conscious of what the Artikle 9. of 
Japanese Constitution can do for them. For myself I hope that the other many courts are 
to hold the scales fairly between government and citizens and might also have a heantlly 
effect.
As an epilogue I have the pleasure of thanking the “Group of the  Refusing to participate 
in the on-going Iraq War and Occupation in Tochigi”.
July, 2008
（2008 年６月２日受理）
杉　原　弘　修
